
⼤阪府に⼤きな被害をもたらした過去の気象事例
「平成30年（2018年）台⾵第21号（9⽉3⽇〜5⽇）」

【概況】
9月4日12時前に非常に強い勢力で徳島県南部に上陸し、4日14時前には
神戸市付近に再上陸した台風第21号により、近畿地方では猛烈な風が吹
き、猛烈な雨が降ったほか、記録的な高潮により大阪府では甚大な被害
が発生した。
風については、関空島（関西空港）で最大風速46.5m/s、最大瞬間風速

58.1m/sを観測し、観測史上第1位となった。また、高潮については、海
上の猛烈なしけの影響も加わり、最高潮位が大阪市で標高329cmの過去最
高潮位を超える値を観測した。また、気象庁機動調査班を現地に派遣し
調査を行った結果、堺泉北港における高潮は標高約330cmに達したと推定
された。
雨については、9月3日から5日までの総降水量が大阪府下では40ミリ～

90ミリとなった。

記録的な暴風と高潮により甚大な被害
〜住家被害や倒木、車の横転が多数発生。関空連絡橋タンカー衝突、関空滑走路浸水〜

※平成30年台風第21号による被害状況（平成31年4月1日現在）
（令和元年8月20日13時00分）総務省消防庁

台風経路図 台風第21号

4日12時前：徳島県南部上陸
4日11時：950hPa 45m/s
非常に強い

4日14時前：神戸市付近に再上陸
4日13時：955hPa 45m/s
非常に強い


